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学校教育目標 

『勇気ある子ども』（全体目標） 

〇「自分で考える子」（知） 

〇「思いやりのある子」（徳） 

〇「たくましい子」（体） 

子どもが育つ～「一人一人にあった学び」と「自分らしさ」 

 

校長 丸 岡 哲 也 

 

 本日７日（月）に新学期が始まり、学年が一つ上がりました。２年生以上は始業式、１年生

は入学式に臨みました。新たな目標や希望をもって、新学期を迎えたことでしょう。昨年度一

年に学んだことや経験したこと、身に付けたことを土台に、学年が一つ上がることはどういう

意味があるのかを考えて、一人一人が、そして、学年のまとまりとして、成長することを願っ

ています。 

 古平小学校の重点テーマを、昨年度に引き続き「子どもが育つ」としました。10年後、20年

後、小学生である子どもたちの多くは、社会で働いていることでしょう。学校での学習や活動

は、社会で生きる力を身に付けるためにあります。何かができないとき困ったときにどう乗り

越えていくか、その力を付けることなのです。ですから、学校で学習するということは、何か

を覚えることやテストでいい点数を取ること以上に、どのように学んでいくかが大切なので

す。学校では、先生に教えてもらうこと、友達に助けてもらうことはもちろんあります。まず

自分でやってみる、考えてみることが大切です。自分で進められるときはどんどん学習を進め

ていってほしい。しかし、人は誰もが一人だけで頑張れるものではありません。自分一人でで

きないことはだめでありません。むしろ、そのときにどうするのかが大事なのです。そのとき

は、友達に聞いたり、先生に教えてもらったりしていいのです。そのことを自分で判断して行

動に移すことが、生きる力につながっていきます。そのように、自分で考えて行動に移すこと

ができることを「子どもが育つ」と捉えています。 

 そのために、一人一人にあった学びができるようになってほしい。自分らしさを大切にして

ほしい。 

 一人一人にあった学びとは、その時間に何をやればいいのかが分かり、自分一人で考える、

友達と一緒に考える、先生に教えてもらいながら考えるなど、どのように学習を進めていくか

を自分で選ぶことでもあります。そして、友達と一緒に確かめ合ったり、もっといい考えやや

り方がないかを追究したりする学びになってほしいと願っています。 

 そして、自分らしさとは、一人一人のありのままの姿であり、決して他の人と比べるもので

はありません。人には必ずいいところがあります。自分のいいところやよさに気付いてほしい

し、それを大切にしてほしい。他の人と比べるものではありませんので、他の人のいいところ

やよさも大切にしてほしい。みんなが自分のよさに気付き、自分らしく学校生活を送ってほし

いと願っています。 

 新入生９名、転入生２名を迎え全校児童８１名で、学校の１年をスタートします。子どもた

ちも教職員も学校全体で、さらには、家庭や地域も、「子どもが育つ」ことを大切にする一年

にしたいと思います。 

 新学期の始まりに当たり、学校へのお力添えを賜りますようお願い申し上げます。 



１３ １


